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争いに ついての 道教 徒の 話 —— 現今に おける 

富貴 権勢 を 得 ようとす る 争い 

第二 章 茶の 諸 流 



茶の 進化の 三時 期 —— 唐、 宋、 明の 時代 を 表 

せんちゃ ひきちゃ だしち や 

わす 煎茶、 抹茶、 淹茶 —— 茶道の 鼻祖 陸 羽 I 

I 三代の 茶に 関する 理想 —— 後世の シナ 人に 

は、 茶 は 美味な 飲料で は あるが 理想で はない 

—— 日本に おいて は 茶 は 生の 術に 関する 宗教 

である 

第三 章 道教と 禅 道 

道教と 禅 道との 関係 —— 道教と その 後継者 禅 

道 は 南方 シナ 精神の 個人的 傾向 を 表わす —— 

道教 は 浮世 を かかる ものと あきらめて、 この 

憂き 世の中に も 美 を 見いだ そうと 努める —— 



禅 道 は 道教の 教え を 強調して いる —— 精進 静 

慮す る ことによ つ て自性 了解の 極致に 達せら 
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< 生の 些事の 中に も 偉大 を 考える 禅の 考 

え 方が 茶道 の 理想と な る —— 道教 は 審美的 理 

想の 基礎 を 与え 禅 道 はこれ を 実際的な ものと 

した 
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飾 法 —— 外界 の わずら わし さ を 遠 ざ かった 聖 



第五 章 芸術 鑑賞 

美術 鑑賞 に 必要な 同情 ある 心の 交通 —— 名人 

とわれ われの 間の 内密の 黙契 II 暗示の 価値 

—— 美術の 価値 はた だ それが われわれに 語る 

程度に よる —— 現今の 美術に 対する 表面的の 

熱狂 は 真の 感じに 根拠 をお いていない II 美 

術と 考古学の 混同 —— われわれ は 人生の 美し 

いもの を 破壊す る ことによって 美術 を 破壊し 

ている 

第 六 章 花 



花 はわれら の 不断の 友 —— 「花の 宗匠」 II 

西洋の 社会に おける 花の 浪費 —— 東洋の 

かき さいはい 

花卉 栽培 —— 茶 の 宗匠と 生花の 法則 —— 生 花 

の 方法 —— 花の ために 花 を 崇拝す る こと —— 

生花の 宗匠 II 生花の 流派、 形式 派と 写実 派 

第 七 章 茶の 宗匠 

芸術 を 真に 鑑賞す る - J と はた だ 芸術から 生き 

た 力 を 生み出す 人に のみ 可能で ある —— 茶の 

宗匠の 芸術に 対する 貢献 —— 処世 上に 及ぼし 

た 影響 —— 利 休 の 最後 の 茶 の 湯 



日本が 長い間 世界から 孤立して いたの は、 自省 をす 

る 一 助と な つ て 茶道の 発達に 非常に 好都合で あつ た。 

われらの 住居、 習慣、 衣食、 陶 漆器、 絵画 等 —— 文学 

でさえ も —— すべ て その 影響 をこう むつ ている。 いや 

しく も 日本の 文化 を 研究 せんとす る 者 は、 この 影響の 

存在 を 無視す る こと はでき ない。 茶道の 影響 は 貴人 の 

け 、-, ま. う ず せん 

優雅な 閨房に も、 下賤の 者の 住み家に も 行き渡つ てき 

た。 わが 田夫 は 花 を 生ける こと を 知リ、 わが 野人 も 山 

め ちゃき 

水 を 愛でる に 至った。 俗に 「あの 男 は 茶 気がない」 と 

いう。 もし 人が、 わが 身の上に おこる まじめな がらの 

滑稽 を 知らないならば。 また 浮世の 悲劇に とんじゃく 



の 珍奇、 稚気 をな している 千 百の 奇癖の またの 例に 過 

そで 

ぎない と 思って、 袖の 下で 笑って いるであろう。 西洋 

人 は、 日本が 平和な 文芸に ふけっていた 間 は、 野蛮 国 

と 見なして いた ものである。 しかるに 満州の 戦場に 

大々 的 殺戮 を 行ない 始めてから 文明国と 呼んで いる。 

近) J ろ 武士道 —— わが 兵士に 喜び 勇んで 身 を 捨てさせ 

る 死の 術 —— について 盛んに 論評され てきた。 しかし 

茶道に は ほとんど 注意が ひかれて いない。 この 道 はわ 

が 生の 術 を 多く 説いて いるもの であるが。 もし われ わ 

れが 文明国た るた めに は、 血 なまぐさい 戦争の 名誉に 

よらなければ ならない とするならば、 むしろい つまで 



と 心得違い をして いたので ある。 かかる 様子ぶ リは、 

実に 哀れむべき 嘆かわしい ものであるが、 ひざまずい 

て 西洋文明に 近づこう とする 証拠と なる。 不幸に して、 

西洋の 態度 は 東洋 を 理解す るに 都合が 悪い。 キリスト 

教の 宣教師 は 与える ために 行き、 受けようと はしない。 

諸君の 知識 は、 もし 通りすがりの 旅人の あてに ならな 

い 話に 基づく のでなければ、 わが 文学の 貧弱な 翻訳に 

ぎきょう てき 

基づいて いる。 ラフカディオ- ハ— ンの 義俠的 ペン、 

または 『インド 生活の 組織 ( 一 )』 の 著者の それが、 わ 

たいまつ やみ 

れ われみ ずからの 感情の 松明 を もって 東洋の 闇 を 明る 

くす る こと はまれで ある。 



なった こと を 記録して いる。 ョ ー 口 ツバ 人が、 極東に 

ついてい つそう 多く 知り始め たの は、 実に 大 発見 時代 

のころ である。 十六 世紀の 終わりに オランダ 人 は、 東 

力 八 ぼく 

洋 において 灌木の 葉から さわやかな 飲料が 造られる こ 

と を 報じた。 ジォ ヴァ— 二 • パテ イス タ- ラム ー ジォ 

( 一 五 五 九)、 エル • アル メイダ ( 一 五 七 六)、 マフ エノ 

( 一 五八 八)、 タレ イラ (一六 一 〇) らの 旅行者た ち も 

また 茶の こと を 述べて いる (二)。 一 六 一 〇 年に、 オラ 

ン ダ東ィ ン ド 会社の 船が ョ— 口 ツバ に 初め て 茶 を 輸入 

した。 一六 三 六 年に は フランスに 伝わり、 一六 三 八 年 

に は ロシアにまで 達した。 英国 は 一 六 五 〇 年 これ を 喜 



び 迎えて、 「かの 卓絶せ る、 かつす ベての 医者の 推奨す 

るシナ 飲料、 シナ人 はこれ を チヤと 呼び、 他国民 はこ 

れを ティ または ティ— と 呼ぶ ご と 言って いた。 

この 世の すべての よい 物と 同じく、 茶の 普及 もまた 

反対に あった。 ヘン リ— -セ イヴ ィル (一六 七 八) の 

ような 異端者 は、 茶 を 飲む こと を 不潔な 習慣と して 口 

をき わめて 非難した。 ジ ヨウ ナス . ハン ウェイ は 言つ 

た。 (茶の 説. 一七 五六) 茶 を 用いれば 男 は 身の たけ 低 

くな り、 みめ を そこない、 女 は その美 を 失う と。 茶の 

価の 高いた めに ( 一 ポンド 約 十五 シ リング) 初めは 一 

きょうおう 

般の 人の 消費 を 許さなかった。 「歓待 饗応 用の 王室 御 



すべての 立派な 御 家庭へ 特にお 勧めした いと 思います。 

そして、 どうぞ この 新聞 を、 お茶の したくの 一部分と 

して、 時間 を 守って 出す ようにお 命じに なること を、 

せつに お勧めい たします ご サミュエル. ジョン ソン は 

みずからの 人物 を 描い て 次のように 言 つてい る。 

「因業な 恥知らずのお 茶飲みで、 二十 年間 も 食事 を 薄 

くす るに ただこの 魔力 ある 植物の 振り出し を もつ てし 

た。 そして 茶 を もって 夕べ を 楽しみ、 茶 を もって 真 夜 

中 を 慰め、 茶 を も つて 晨 を 迎えた ご 

ほんとうの 茶人 チヤ— ルズ. ラム は、 「ひそかに 善 を 

行な つ て 偶然に これが 現われる ことが 何よりの 愉快で 



ある ご というと ころに 茶道の 真髄 を 伝えて いる。 と 

いう わけ は、 茶道 は 美 を 見いだ さんがた めに 美 を 隠す 

術で あり、 現わす こと を はばかる ような もの を ほのめ 

かす 術で ある。 この 道 はお のれに 向かって、 落ち着い 

てし かし 充分に 笑う けだかい 奥義で ある。 従って 

ヒュ— マ— そのもの であ リ、 悟りの 微笑で ある。 すべ 

て 真に 茶 を 解す る 人 はこの 意味に おいて 茶人と 言って 

もよ かろう。 たとえば サッ カレ ー、 それから シェイク 

はいたいき 

スピア はもち ろん、 文芸 廃頹 期の 詩人 もまた、 (と 言つ 

て も、 いずれの 時 か廃頹 期で なかろう) 物質主義に 対 

する 反抗の あまり いくらか 茶道の 思想 を 受け入れた。 



の 単純な 根本的 法則 を、 社会が 認めない ために、 われ 

われ はなん という 損失 をこう む つ ている ことであろう _ 

宋の 詩人 李 仲 光 は、 世に 最も 悲しむべき ことが 三 つ あ 

ると 嘆 じた、 すなわち 誤れる 教育の ために 立派な 青年 

を そこなう もの、 鑑賞の 俗悪な ために 名画の 価値 を 減 

ずる もの、 手ぎ わの 悪いた めに 立派な お茶 を 全く 浪費 

する もの これで ある。 

芸術と 同じく、 茶に も その 時代と 流派と が ある。 茶 

せんちゃ ひきちゃ 

の 進化 は 概略 三大 時期に 分けられる、 煎茶、 抹茶お よ 

だしち や 

び掩 茶すな わち これで ある。 われわれ 現代人 は その 最 

後の 流派に 属して いる。 これら 茶の いろいろな 味わい 



だ はぢゃ 

いる。 煮る 団茶、 かき 回す 粉茶、 淹す 葉茶 は それぞれ、 

唐、 宋、 明の 気分 を 明らかに 示して いる。 もし、 芸術 

分類に 濫用され た 名称 を 借りる とすれば、 これら を そ 

れ ぞれ、 古典的、 口 ー マン 的、 および 自然主義 的な 茶 

の 諸 流と 言える であろう。 

南 シナの 産なる 茶の 木 は、 ごく 早い 時代から シナの 

植物 学界お よび 薬物 学界に 知られて いた。 古典に は、 

》 〔# 「木 + 余」、 32,9r ※ 〔# 「くさかんむり \ 設」、 32- 

9〕、 ※ 〔# 「くさかんむり \ 舛」、 32-2、 檟、 茗、 という 

ような いろいろな 名前で 書いて あって、 疲労 をい やし、 

精神 を さわやか にし、 意志 を 強く し、 視力 をと とのえ 



る 効能が あるた めに 大いに 重んぜられた。 ただに 内服 

薬と して 服用せられ たのみ ならず、 しばしば リュ ー マ 

チの 痛み を 軽減す るた めに、 煉薬 として 外用薬に も 用 

いられた。 道教 徒 は、 不死の 霊薬の 重要な 成分た る こ 

と を 主張した。 仏教徒 は、 彼らが 長時間の 黙想 中に、 

睡魔 予防 剤と して 広く これ を 服用した。 

ようすこう 

四 五 世紀の ころに は、 揚子江 流域 住民の 愛好 飲料と 

なった。 この ころに 至って 始めて、 現代 用いて いる 

「茶」 という 表意文字が 造られた ので ある。 これ は 明 

ら かに、 古い 一※ 〔# 「木 + 余」、 32-15 ご の 字の 俗字で 

ほう ま つ 

あろう。 南朝の 詩人 は 「液体 硬玉の 泡沫」 を 熱烈に 崇 



拝した 跡が 見えて いる。 また 帝王 は、 高官の 者の 勲功 

に対して 上製の 茶 を 贈与した ものである。 しかし、 こ 

の 時期に おける 茶の 飲み 方 はき わめて 原始的な もので 

あった。 茶の 葉 を 蒸して 臼に 入れて つき、 団子と して、 

はじかみ きつび ねぎ 

米、 薑 、 塩、 橘 皮、 香料、 牛乳 等、 時には 葱と とも 

に 煮る のであった。 この 習慣 は 現今 チベット 人お よび 

蒙古 種族の 間に 行なわれ ていて、 彼ら は これらの 混合 

物で 一種の 妙な シロップ を 造る ので ある。 ロシア 人が 

レモンの 切れ を 用いる の は —— 彼ら は シナの 隊商宿 か 

ら茶を 飲む y J と を 覚え たので あるが —— ^ J の 古代 の 茶 

の 飲み 方が 残って いる こと を 示して いる。 



茶 を その 粗野な 状態から 脱して 埋 想の 域に 達せし め 

るに は、 実に 唐朝の 時代精神 を 要した。 八 世紀の 中葉 

に 出た 陸 羽 (三) を もって 茶道の 鼻祖と する。 かれは、 

仏、 道、 儒教が 互いに 混淆 せんとし ている 時代に 生ま 

はんしん ろんてき 

れた。 その 時代の 汎神論 的 象徴主義に 促されて、 人 は 

特殊の 物の 中に 万有の 反映 を 見る ようになった。 詩人 

陸 羽 は、 茶の湯に 万有 を 支配して いるものと 同一 の 調 

和と 秩序 を 認めた。 彼 は その 有名な 著作 茶 経 (茶の 聖 

典) において、 茶道 を 組織 立てた ので ある。 爾 * 彼 は、 

シナの 茶 を ひさぐ 者の 保護 神と して あがめられて いる。 

茶 経 は 三卷十 章より なる。 彼 は 第一章に おいて 茶の 



源 を 論じ、 第二 章、 製茶の 器具 を 論じ、 第三 章、 製茶 

法 を 論じて いる (四)。 彼の 説に よれば、 茶の 葉の 質の 

最良な もの は 必ず 次の ような ものである。 

胡 人の 鞾 の ごとくなる 者 蹙縮然 たり (五) 

ほうぎ ゆう むね れんせん ぜん 

擊牛 の 臆なる 者廉※ 然 〔# 「ころも へん + 譫 のつ くり」、 

33-12 たり (六) 浮 雲の 山 をい ずる 者 輸菌然 たり 

けいえん かんせん ぜん 

(七) 軽 飈の水 を 払う 者 涵澹然 たり (八) また 新 

治の 地なる 者 暴 雨 流 潦 の 経る 所に 遇う がごと し 

(九) 

第 四 章 は もっぱら 茶器の 二十 四 種 を 列挙して これに 

ついての 記述であって、 風炉ニ 〇) に 始まり、 これ 



らの すべての 道具 を 入れる 都籃に 終わって いる。 こ 

こに も われわれ は 陸 羽の 道教 象徴主義 に対する 偏好 を 

認める。 これに 連関して、 シナの 製陶 術に 及ぼした 茶 

の 影響 を 観察して みる こと もまた 興味 ある ことで ある _ 

シナ 磁器 は、 周知の ごとく、 その 源 は 硬玉の え も 言わ 

れぬ 色合い を 表わそう との 試みに 起こり、 その 結果 唐 

代に は、 南部の 青磁と 北部の 白磁 を 生じた。 陸 羽 は 青 

ちゃわん 

色 を 茶碗に 理想的な 色と 考えた、 青色 は 茶の 緑色 を增 

すが 白色 は 茶 を 淡紅色に してまず そうにす るから。 そ 

れは 彼が 団茶を 用いた からであった。 その後 宋の 茶人 

のうらん しょく 

らが 粉茶 を 用いる に 至 つ て、 彼ら は 濃 藍色 および 



こく かっしょく みんじん だしち や 

黒褐色の 重い 茶碗 を 好んだ。 明 人 は 淹茶を 用い、 軽 

い 白磁 を 喜んだ。 

第五 章に おいて 陸 羽 は 茶の たて 方に ついて 述べて い 

る。 彼 は 塩 以外の 混合物 を 取り除い ている。 彼 はまた、 

これまで 大いに 論ぜられ ていた 水の 選択、 煮沸の 程度 

の 問題に ついても 詳述して いる。 彼の 説に よると、 そ 

じよ-つ 

の 水、 山水 を 用うる は 上、 江 水 は 中、 井水 は 下で ある。 

煮沸に 三 段 ある。 その 沸、 魚 目 ニー) の ごとく、 す 

ゆうせん れんし ゆ 

こし 声 ある を 一 沸と なし、 縁辺の 涌 泉蓮珠 ニニ) の 

ごとくなる を 二 沸と なし、 騰； i 鼓浪 (一 三) を 三 沸と 

なして いる。 団茶 はこれ を あぶ つ て 嬰児の 臂の ごとく 



柔らかに し、 紙袋 を 用いて これ をた くわう。 初 沸に は 

すなわち、 水量に 合わせて これ をと とのうる に 塩味 を 

もってし、 第二 沸に 茶 を 入れる。 第三 沸に は 少量の 冷 

かま やしな 

水 を鳆に 注ぎ、 茶 を 静めて その 「華 二 四)」 を 育う。 

それから これ を 茶碗に 注いで 飲む ので ある。 これまさ 

そうろう ふうん りん ぜん 

に 神酒！ 晴天 爽朗 なる に 浮 雲鱗然 たる あるが ごとし 

(一 五)。 その 沫は緑 銭の 水 # に 浮かべる がごと し (一 

六)。 唐の 詩人 盧 同の 歌った の はこの ような 立派な 茶 

のこと である。 

わんこう ふん こもん 

一 椀喉吻 潤い、 二 椀 孤悶を 破る。 三 椀 枯腸を さぐ 

る。 惟う 文字 五千卷 有り。 四 椀 軽 汗 を 発す。 平生 



不平の 事 ことごとく 毛孔に 向かって 散ず。 五 椀 

きこ つ せんれい き つ また 

肌骨 清し。 六 椀 仙 霊に 通ず。 七 椀 吃し 得ざる に 也 

リょ うえき ほうら いさん 

ただ 覚ゅ 両腋 習々 清風の 生ずる を。 蓬萊山 はい 

ぎょく せんし 

ずくに か ある 玉 川 子 この 清風に 乗じて 帰りなん 

と 欲す ( 一 七)。 

茶 経の 残りの 章 は、 普通の 喫茶 法の 俗悪な こと、 有 

名な 茶人の 簡単な 実録、 有名な 茶園、 あらゆる 変わつ 

た 茶器、 および 茶道具の さし 絵が 書いて ある。 最後の 

章 は 不幸に も 欠けて いる。 

茶 経が 世に出て、 当時 かなりの 評判に なった に 違い 

ない。 陸 羽 は代宗 (七 六 三 I 七 七 九) の援 くると ころ 



の 茶に 対する 熱狂 はと どまる ところ を 知らなかった。 

食道楽の 人 は 互いに 競うて 新しい 変わ つ た 方法 を 発見 

しょうと した、 そして その 優劣 を 決する ために 定時の 

きそう 

競技が 行なわれた。 徽宗 皇帝 二 一 〇 一 I 一 一二 四) 

は あまりに 偉い 芸術家で あつ て 行ないよ ろしき にか 

なった 王と はいえない が、 茶の 珍 種 を 得ん ために その 

財宝 を 惜しげ もな く 費やした。 王み ずから 茶の 二十 四 

種に ついての 論 を 書いて、 そのうち、 「白 茶」 を 最も 珍 

しい 良質の ものである とい つ て 重んじて いる。 

宋 人の 茶に 対する 理想 は 唐人と は 異な つていた、 

ちょうど その 人生観が 違って いたよう に。 宋人 は、 先 



第三 章 道教と 禅 道 

茶と 禅との 関係 は 世間 周知の ことで ある。 茶の湯 は 

禅の 儀式の 発達した ものである という こと はすで に述 

ベた ところで あるが、 道教の 始祖 老子の 名 もまた 茶の 

沿革と 密接な 関係が ある。 風俗 習慣の 起源に 関する シ 

ナの 教科書に、 客に 茶 を 供す るの 礼 は 老子の 高弟 関 尹 

( 一 八) に 始まり、 函谷 関で 「老 哲人」 にまず 一 碗の 金 

せんやく 

色の 仙薬 を ささげた と 書いて ある。 道教の 徒が つとに 

この 飲料 を 用いた こと を 確証す るよ うないろ いろな 話 

せんぎ 

の 真偽 を ゆ つ くりと 詮議す るの も 価 ffi ある ことで は あ 



るが、 それ はさて おき ここでい う 道教と 禅 道と に 対す 

る 興味 は、 主として いわゆる 茶道と して 実際に 現われ 

ている、 人生と 芸術に 関する それらの 思想に 存す るの 

である。 

遺憾ながら、 道教 徒と 禅の 教義と に関して、 外国語 

で 充分に 表わされて いるもの は 今のところ 少しもない 

ように 思われる。 立派な 試み はいくつ かあつた が 二 

九)。 

はんぎゃく みんちょう 

翻訳 は 常に 叛逆であって、 明朝の 一 作家の 言の ご 

にしき 

とく、 よくい つたと ころで ただ 錦 の 裏 を 見る に 過ぎぬ _ 

縦横の 糸 は 皆 あるが 色彩、 意匠の 精妙 は 見られない。 



が、 要するに 容易に 説明ので きる ところに なんの 大教 

理が存 しょう。 t 古 の 聖人 は 決して その 教えに 系統 を 

たてなかった。 彼ら は 逆説 を もって これ を 述べた、 と 

いうの は 半面の 真理 を 伝えん こと を 恐れた からで ある _ 

彼らの 始め 語る や 愚者の ごとく 終わりに 聞く 者 をして 

賢なら しめた。 老子 みず から その 奇警な 言 でい うに、 

「下士 は 道 を 聞きて 大いに これ を 笑う。 笑わ ざれば 

もって 道と なすに 足らず ご と。 「道」 は 文字 どおりの 

意味 は 「径路」 である。 それ は the .way (行路)、 the 

Absolute (絶対)、 the Law (法則)、 (自然) 

Supreme reason (至 理)、 the Mode (方式)、 等い ろ 



統を 保守 せんと 志した ものである。 道教 を 解 せんとす 

るに は 多少 儒教の 心得が いる。 この 逆 も 同じで ある。 

道教で いう 絶対 は 相対で ある こと は、 すでに 述べた 

ところで あるが、 倫理学に おいて は 道教 徒 は 社会の 法 

律 道徳 を 罵倒した。 というの は 彼らに とって は 正邪 善 

悪 は 単なる 相対的の 言葉で あ つ たから。 定義 は 常に 制 

限で ある。 「 一 定」 「不変」 は 単に 成長 停止 を 表わす 言 

葉に 過ぎない。 屈 原い わく 「聖人 はよ く 世と ともに 推 

移す ご われらの 道徳的 規範 は 社会の 過去の 必要から 

生まれた ものであるが、 社会 は 依然として 旧態に とど 

まるべき ものであろう か。 社会の K 習 を 守る ために は 



その 国に 対して 個人 を 絶えず 犠牲に する こと を 免れぬ _ 

教育 は その 大迷想 を 続けん がた めに 一 種の 無知 を 奨励 

する。 人 は 真に 徳行 ある 人た る こと を 教えられ ずして 

行儀 正しくせ よと 教えられる。 われら は 恐ろしく 自己 

意識が 強いから 不道徳 を 行なう。 おのれ 自身が 悪 い と 

知ってい るから 人 を 決して 許さない。 他人に 真実 を 語 

る こと を 恐れて いるから 良心 を はぐくみ、 おのれに 真 

実 を 語る を 恐れて うぬぼれ を 避難所に する。 世の中 そ 

の ものが ばかばかし いのに だれが よく まじめで いられ 

よう！ といい、 物々 交換の 精神 は 至る ところに 現わ 

れ ている。 義だ！ 貞節 だ！ などと いうが、 真 善の 



小売り をして 悦に入つ ている 販売人 を 見よ。 人 はい わ 

ゆる 宗教 さえ も あがなう ことができる。 それ は 実のと 

ころた かの 知れた 倫理学 を 花や 音楽で 清めた もの。 教 

会から その 付属物 を 取り去って みよ、 あとに 何が 残る 

か。 しかし トラスト (二 〇) は 不思議な ほど 繁盛す る、 

値段が 途方 もな く 安いから —— 天国へ 行く 切符 代の 

ごきと ラ 

御祈禱 も、 立派な 公民の 免許状 も。 めいめい 速く 能 を 

隠す がよ い。 もし ほんとうに 重宝 だと 世間へ 知れた な 

らば、 すぐに 競売に 出されて 最高 入札者の 手に 落とさ 

れ よう。 男 も 女 も 何 ゆえに かほ ど 自己 を 広告した いの 

か。 奴隸 制度の 昔に 起源す る 一 種の 本能に 過ぎない の 



在 論者 (ニー) や、 禅門の ごとく 清浄、 絶対につ いて 

リく ちょう 

談論した 六 朝 の 清 談家も 無視す る こと はでき ぬ。 な 

かんずく、 道教が シナ 国民性の 形成に 寄与した ところ、 

「温なる こと 玉の ごとし」 という 慎み、 上品の 力 を 与え 

た 点に 対して 敬意 を 表すべき である。 シナ 歴史 は、 熱 

心な 道教 信者が 王侯 も 隠者 も 等しく 彼らの 信条の 教え 

に 従って、 いろいろな 興味深い 結果 を もたらした 実例 

に 満ち 満ちて いる。 その物 語に は 必ず その 持ち前の 楽 

ぐうげん 

しみ も あり 教訓 もあろう。 逸話、 寓言、 警句 も 豊かに 

あろう。 生きて いた ことが ないから 死んだ こと もない 

あの 愉快な 皇帝と、 求めても 言葉 を かわす くらいの 間 



生の 術 をき わめた 人 は、 道教 徒の 言う ところの 「士」 

であった。 士は 生まれる と 夢の 国に 入る、 ただ 死に 当 

たって 現実に めざめよう とする ように。 おのが 身 を 世 

そうめ い 

に 知れず 隠さん ために、 みずからの 聡明の 光 を 和らげ、 

「予 として 冬、 川 を 渉る がごと く、 猶 として 四隣 をお そ 

るるが ごとく、 儼として それ 客の ごとく、 渙 として 冰 

と とん ぼく 

のま さに 釈 けんとす るが ごとく、 敦 として それ 樸のご 

とく、 曠 として それ 谷の ごとく、 渾 として それ 濁る が 

ごとし (ニニ)。」 士に とって 人生の 三宝 は、 慈、 儉、 

および 「あえて 天下の 先と ならず (二三)。」 という こ 

とであった。 



さて 禅に 注意 を 向けて みると、 それ は 道教の 教え を 

ぼし ご ぜレな 

強調して いる ことが わかる であろう。 禅 は 梵語の 禅那 

じょう：；：' よ 

(Dhyana) から 出た 名であって その 意味 は静 慮で あ 

しょうじん じしょうり ようげ 

る。 精進 静慮 する ことによって、 自性 了解の 極致に 

達する ことができ ると 禅 は 主張す る。 静慮は 悟道に 入 

る ことので きる 六 波 羅密の 一 つであって、 釈迦 牟腔は 

その後 年の 教えに おいて、 特に この 方法 を 力説し、 六 

かしょ ラ 

則 を その 高弟 迦 葉に 伝えた と 禅宗 徒 は 確言し ている。 

かれらの 言い伝え によれば、 禅の 始祖 迦葉は その 奥義 

を 阿難 陀に 伝え、 阿難 陀 から 順次に 祖師 相伝え てつい 

ぼだい だるま 

に 第二 十八 祖 菩提 達磨に 至った。 菩提 達磨 は 六 世紀の 



前半に 北 シナに 渡って シナ 禅宗の 第一 祖と なった。 こ 

れらの 祖師 やその 教理の 歴史に ついては 不確実な とこ 

ろが 多い。 禅 を 哲学的に 見れば 昔の 禅学 は 一方に おい 

て 那伽閼 剌樹那 (二 四) の インド 否定 論 に似てお り、 

しゃん から あじゃ リ むみょう 

また 他方に おいて は商羯 羅阿闍 梨の 組み立てた 無明 観 

(二 六) に 似た ところが あるよう に 思われる。 今日 わ 

れらの 知っている とおりの 禅の 教理 は 南方 禅 (南方 シ 

ナに 勢力が あった ことから そうい われる) の 開山 シナ 

えのう 

の 第 六 祖慧能 (六 三 七 I 七 一 三) が 始めて 説いた に 違 

ば そ 

いない。 慧 能の 後、 ほどなく 馬祖 大師 (七 八 八滅) こ 

れを 継いで 禅 を 中国人の 生活に おける 一 活動 勢力に 作 



りあげた。 馬祖の 弟子 百 丈 (七 一 九 I 八 一 四) は 禅 

そうりん ぜんりん しんぎ 

宗 叢林 を 開 創し、 禅林 清規を 制定した。 馬袓の 時代 以 

後の 禅宗の 問答 を 見る と、 揚子江 岸 精神 の 影響 を - J う 

むって、 昔の インド 理想主義と はき わ 立 つて 違った シ 

ナ 固有の 考え方 を增 している ことが わかる。 いかほど 

宗派 的 精神の 誇りが 強くて、 そうで はない といった と 

ころで、 南方 禅が 老子 ゃ清談 家の 教え に似てい る こと 

を 感じない わけに はいかない。 道徳 経の 中に すでに 精 

神 集中の 重要な こと や 気息 を 適当に 調節す る こと を述 

ベ ている —— これ は 禅定に 入る に 必要 欠く ベ からざる 

要件で ある。 道徳 経の 良 注釈の 或る もの は 禅学 者に 



物の 動くな りと。 百 丈が 一 人の 弟子と 森の 中 を 歩いて 

うさぎ 

いると 一匹の 兎が 彼らの 近寄った の を 知って 疾走し 

去った。 「なぜ 兎 はお まえから 逃げ去つ たの かご と 百 

丈が 尋ねる と、 「私 を 恐れて でしよう ご と 答えた。 祖 

師は 言った、 「そうで はない、 おまえに 残忍性が あるか 

らだご と。 この 対話 は 道教の 徒荘 子の 話 を 思い起さ 

せる。 ある 日荘子 友と-濠 梁の ほとりに 遊んだ。 荘子 

じょうぎよ しょ うよう 

いわく 「鯈 魚いで 遊びて 従容たり。 これ 魚の 楽しむ 

なり ご と。 その 友 彼に 答えて いわく 「子 は 魚に あらず _ 

いずくん ぞ 魚の 楽しき を 知らん ご と。 「子 は 我れ にあ 

らず、 いずくん ぞ わが 魚の 楽しき を 知らざる を 知ら 



できな いこと である。 

す き や 

茶室 (数寄屋) は 単なる 小 家で、 それ 以外の もの を 

ぼうおく 

てらう もので はない、 いわゆる 茅屋に 過ぎない。 数寄 

屋の 原義 は 「好き 家」 である。 後に なって いろいろな 

宗匠が 茶室に 対する それぞれの 考えに 従って いろいろ 

な 漢字 を 置き換えた、 そして 数寄屋と いう 語 は 「空き 

家」 または 「数奇 家」 の 意味に もなる。 それ は 詩趣 を 

宿す ための 仮リの 住み家で あるから に は 「好き 家」 で 

ある。 さしあたって、 ある 美的 必要 を 満たす ためにお 

く 物の ほか は、 いっさいの 装飾 を 欠く からに は 「空き 

家」 である。 それ は 「不完全 崇拝」 にさ さげられ、 故 



意に 何 か を 仕上げず において、 想像の 働きに これ を完 

成させる からに は 「数奇 家」 である。 茶道の 理想 は 十 

六 世紀 以来 わが 建築 術に 非常な 影響 を 及ぼした ので、 

今日、 日本の 普通の 家屋の 内部 は その 装飾の 配合が 極 

端に 簡素な ため、 外国人に は ほとんど 没趣味な ものに 

見える。 

せんの そうえ き 

始めて 独立した 茶室 を 建てた の は千宗 易、 すな わ 

o さゆう 

ち 後に 利 休と いう 名で 普通に 知られて いる 大宗 匠で、 

た いこう ひで よし 

彼 は 十六 世紀 太閤 秀吉の 愛顧 をこう むり、 茶の湯の 儀 

式 を 定めて これ を 完成の 域に 達せし めた。 茶室の 広さ 

じょ ラ； ^つ 

は その 以前に 十五 世紀の 有名な 宗匠 紹鷗 によって 定 



めら れ ていた。 初期の 茶室 はた だ 普通の 客間の 一 部分 

を 茶の 会の ために 屛 風で 仕切った ものであった。 その 

仕切った 部分 は 「かこい」 と 呼ばれた。 その 名 は、 家 

の 中に 作られて いて 独立した 建物で はない 茶室 へ 今 も 

なお 用いられ ている。 数寄屋 は、 「グ レイスの 神より 

は 多く、 ミュ ー ズの 神より は 少ない ご という 句 を 思い 

出させる ような 五 人し かはいれ ないしく みの 茶室 本部 

と、 茶器 を 持ち込む 前に 洗って そろえて おく 控えの間 

みずや 

(水屋) と、 客が 茶室へ はいれと 呼ばれる まで 待って い 

まちあい 

る 玄関 (待合) と、 待合と 茶室 を 連絡して いる 庭の 小 

道 (露地) とから 成って いる。 茶室 は 見たところなん 



味 ある 著作に おいて、 馥柯羅 摩 訶秩多 (二 七) は 

もんじゅし リ ぼさつ ぶっだ でし 

文 珠師利 菩薩と 八 万 四千の 仏陀の 弟子 を この 狭い 室に 

さと い つ さいか いくう 

迎えて いる。 これすな わち 真に 覚 つた 者に は 一 切 皆 空 

と いう 理論に 基づく たとえ 話で ある。 さらに 待合から 

茶室に 通ず る 露地 は 黙想の 第一 階段、 すなわち 自己 照 

明に 達する 通路 を 意味して いた。 露地 は 外界との 関係 

を 断って、 茶室 そのもの において 美的 趣味 を 充分に 味 

わう 助けと なる ように、 新しい 感情 を 起こす ための も 

のであった。 この 庭径を 踏んだ ことの ある 人 は、 常緑 

樹の 薄明に、 下に は 松葉の 散りし くと ころ を、 調和 あ 

こけ いしどうろう 

る不ぞ ろい な 庭石の 上 を 渡って、 苔む した 石燈 籠の か 



たわら を 過ぎる 時、 わが 心の いかに 高められ たかを 必 

ず 思い出す であろう。 たとえ 都巿 のまん 中に いても な 

お、 あたかも 文明の 雑踏 や 塵 を 離れた 森の 中に いるよ 

うな 感 がする。 こういう 静寂 純潔の 効果 を 生ぜし めた 

茶人の 巧み は 実に 偉い ものであった。 露地 を 通り過ぎ 

る 時に 起こすべき 感情の 性質 は 茶人 によって いろいろ 

違って いた。 利 休の ような 人た ち は 全くの 静寂 を 目的 

とし、 露地 を 作る の 奥意 は 次の 古歌の 中に こもって い 

ると 主張した (二八)。 

見渡せば 花 ももみ じ もなかり けり 

浦のと まやの 秋の 夕暮れ (二 九) 



こぼり えんしゅう 

その他 小 堀 遠 州の ような 人々 はまた 別の 効果 を 求め 

た。 遠 州 は 庭径の 着想 は 次の 句の 中に あると 言った。 

ゆ うづく よ こ ま 

夕月夜 海す こし ある 木の間 かな (三 〇) 

彼の 意味 を 推測す るの は 難くない。 彼 は、 影の ような 

過去の 夢の 中に なおさ まよいながら も、 やわらかい 霊 

びょうぼう 

光の 無我の境 地に 浸って、 渺茫 たる かなたに 横たわ 

る 自由 を あこがれる 新たに 目 ざめ た 心境 をお こそうと 

思 つ た。 

こういう 心持ちで 客 は 黙々 として その 聖堂に 近づ い 

とうか 

て 行く。 そしても し 武士なら ば その 剣 を 軒下の 刀架に 

かけて おく、 茶室 は 至極 平和の 家で あるから。 それ か 



いかに 色 あせて 見えても すべての 物が 全く 清潔で ある _ 

部屋の 最も 暗い すみに さえ 塵 一本 も 見られない。 もし 

あるよう ならば その 主人 は 茶人と はい われな いので あ 

る。 茶人に 第 一 必要な 条件の 一 は 掃き、 ふき 清め、 洗 

うこと に関する 知識で ある、 払い清め るに は 術 を 要す 

るから。 金属 細工 は オランダの 主婦の ように 無遠慮に 

やっきと なって はたいて はならない。 花瓶から したた 

る 水 はぬ ぐい 去る を 要しない、 それ は 露 を 連想 させ、 

涼味 を 覚えさせ るから。 

これに 関連して、 茶人 たちのいだ いていた 清潔と い 

う 考え をよ く 説明して いる 利 休に ついての 話が ある。 



妨げる ものである。 現在 日本に 見る ような 洋式 建築の 

無分別な 模倣 を 見て はた だ 涙 を 注ぐ ほか はない。 われ 

われ は 不思議に 思う、 最も 進歩的な 西洋 諸国の 間に 何 

ざんしん 

ゆえに 建築が かく も 斬新 を 欠いて いるの か、 かく も 古 

くさい 様式の 反復に 満ちて いるの かと。 たぶん 今 芸術 

の 民本主義の 時代 を 経過しつつ、 一方に ある 君主ら し 

い 支配者が 出現して 新たな 王朝 をお こすの を 待って い 

け、 k 

るので あろう。 願わくは 古人 を憬 慕す る こと はいつ そ 

うせつに、 かれらに 模倣す る こと はます ます 少なから 

ん こと を！ ギリシャ 国民の 偉大で あつたの は 決して 

古物に 求めなかった からで あると 伝えられ ている。 



す ほう.. R .< 

「空き家」 という 言葉 は 道教の 万物 包 涵の説 を 伝える 

ほかに、 装飾 精神の 変化 を 絶えず 必要と する 考え を 含 

んで いる。 茶室 はた だ 暫時 美的 感情 を 満足 さすた めに 

おかれる 物 を 除いて は、 全く 空虚で ある。 何 か 特殊な 

美術品 を 臨時に 持ち込む、 そして その他の 物 はすべ て 

主調の 美し さ を 増す ように 選択 配合せられ るので ある。 

人 はいろ いろな 音楽 を 同時に 聞く こと はでき ぬ、 美し 

いものの 真の 理解 はた だ ある 中心点に 注意 を 集中す る 

ことによって のみでき るので あるから。 かくの ごとく 

わ が 茶室 の 装飾 法 は、 現今 西洋に 行なわれ ている 装飾 

法、 すなわち 屋内が しばしば 博物館に 変わって いるよ 



け ん げき - J ま 

た。 さらに 調べ を 変えて 戦い を 歌い、 剣戟の 響き や 駒 

ひづめ リ ゆうもん 

の 蹄の 音 を 歌った。 すると、 琴 中に 竜 門の 暴風雨 起 

ごうごう なだれ 

こり、 竜 は 電光に 乗じ、 轟々 たる 雪崩 は 山々 に 鳴り渡つ 

ひけつ 

た。 帝王 は 狂喜して、 伯 牙に 彼の 成功の 秘訣の 存 する 

ところ を 尋ねた。 彼 は 答えて 言った、 「陛下、 他の 人々 

は 自己の 事ば かり 歌った から 失敗した のであります。 

私 は 琴に その 楽想 を 選ぶ こと を 任せて、 琴が 伯 牙 か 伯 

牙が 琴 か、 ほんとうに 自分に も わかりませんでした ご 

と。 

, J の 物語 は 芸術 鑑賞 の 極意 をよ く 説明して いる。 傑 

作と いう もの はわれ われの 心 琴に かなでる 一 種の 交響 



ない。 彼 は 永劫 を 瞥見す る けれども、 目に は 舌な く、 

言葉 を も つ て その 喜び を 声に 表わす こと はでき ない。 

彼の 精神 は、 物質の 束縛 を 脱して、 物の リズムに よつ 

て 動いて いる。 かくの ごとくして 芸術 は 宗教に 近づい 

て 人間 をけ だかく する ものである。 これによ つて こそ 

傑作 は 神聖な ものと なる ので ある。 昔日 本人が 大 芸術 

家の 作品 を 崇敬した こと は 非常な ものであった。 茶人 

たち は その 秘蔵の 作品 を 守る に、 宗教 的 秘密 を もって 

したから、 御 神 龕 (絹地の 包みで、 その 中へ やわらか 

に 包んで 奥の院が 納めて ある) まで 達する に は、 幾重 

にも ある 箱 をす つかり 開かねば ならない ことが しばし 



擬古典的 嫌悪 を 感ずる の は、 すなわち この 真の 鑑賞 力 

の 欠けて いるた めで ある。 

なお 一 つ 一般に 誤ってい る こと は、 美術と 考古学の 

混同で ある。 古物から 生ずる 崇敬の 念 は、 人間の 性質 

かんよう 

の 中で 最もよ い 特性であって、 いっそう これ を 涵養し 

たい ものである。 t 古 の 大家 は、 後世 啓発の 道 を 開い 

たこと に対して、 当然 尊敬 をう くべき である。 彼ら は 

幾 世紀の 批評 を 経て、 無傷の まま われわれの 時代に 至 

リ、 今 もな お 光栄 を 荷のう ている という だけで、 われ 

われ は 彼らに 敬意 を 表して いる。 が、 もし われわれが、 

彼らの 偉業 を 単に 年代の 古き ゆえ を も つ て 尊んだ とし 



き 軽侮の 影に 逡 巡して いる 疲れた 人々 よ！ などと 

いうが、 この 自己本位の 世の中に、 われわれ は 彼らに 

対して どれほどの 鼓舞激励 を 与えて いるか。 過去が わ 

れらの 文化の 貧弱 を 哀れむ の も 道理で ある。 未来 はわ 

が 美術の 貧弱 を 笑う であろう。 われわれ は 人生の 美し 

い 物 を 破壊す る ことによって 美術 を 破壊して いる。 ね 

がわく は、 ある 大 妖術者が 出現して、 社会の 幹から、 

天才の 手に 触れて 始めて 鳴り渡る 弦 を そなえた 大琴を 

fe: らんこと を 祈る。 



第 六 章 花 

しののめ 

春の 東雲の ふるえる 薄明に、 小鳥が 木の間で、 わけ 

の ありそうな 調子で ささやい ている 時、 諸君 は 彼らが 

その つれあいに 花の こと を 語って いるの だと 感じた こ 

とはありません か。 人間に ついて 見れば、 花 を 観賞す 

る こと はどう も 恋愛の 詩と 時 を 同じく して 起こつ て い 

るよう である。 無意識の ゆえに 麗しく、 沈黙の ために 

芳しい 花の 姿でなくて、 どこに 処女の 心の 解ける 姿 を 

想像す る ことができよう。 原始時代の 人 は その 恋人に 

初めて 花輪 を ささげる と、 それによ つて 獣性 を 脱した _ 



みかど はさみ この こぎり 

花よ、 もし 御門の 国に いるならば、 鋏と 小 鋸に 身 

を 固めた 恐ろしい 人に いっか 会う かもしれ ぬ。 その 人 

はみ ずから 「生花の 宗匠」 と 称して いる。 彼 は 医者の 

権利 を 要求す る。 だから、 自然 彼が きらいになる だろ 

う。 というの は、 医者と いう もの は その 犠牲に なった 

人の わずらい をい つも 長び かせよう とする 者 だからね _ 

彼 はお 前た ち を 切って かがめ ゆがめて、 彼の 勝手な 考 

えで お前た ちの 取る ベ き 姿勢 を きめて、 途方 もな い 変 

な 姿に する だろう。 もみ 療治 をす る 者の ようにお 前た 

ちの 筋肉 を 曲げ、 骨 を 違わせる だろう。 出血 を 止める 

ために 灼熱した 炭で お前た ち を 焦がしたり、 循環 を 



の 毛で 作った やわらかい 刷毛で その 葉 を 洗う ので あつ 

た。 牡丹 は、 盛装した 美しい 侍女が 水 を 与うべき もの、 

寒梅 は 青い 顔 をして ほつ そりと した 修道 僧が 水 を やる 

あしかが 

べき ものと 書いた 本が ある。 日本で、 足利時代に 作ら 

れた 「鉢の 木」 という 最も 通俗な 能の 舞 は、 貧困な 武 

た まき 

土が ある 寒夜に 炉に 焚く 薪がない ので、 旅僧 を 歓待す 

るた めに、 だいじに 育てた 鉢の 木 を 切る という 話に 基 

づ いて 書いた ものである。 その 僧と は 実は わが 物語の 

ほうじょうと きより 

ハ ルン アルラ シッド (三 一 ) ともいうべき 北 条時頼 に 

ほかなら なかった。 そして その 犠牲に 対して は 報酬な 

しではなかった。 この 舞 は 現今で も 必ず 東京の 観客の 



涙 を 誘う ものである。 

か弱い 花 を 保護す るた めに は、 非常な 警戒 をした も 

げんそう 

のであった。 唐の 玄宗 皇帝 は、 鳥 を 近づけな いために 

花園の 樹 枝に 小さい 金の 鈴 を かけて おいた。 春の 日に 

宮廷の 楽人 を 率いて いで、 美しい 音楽 で 花 を 喜ば せ た 

の も 彼であった。 わが国の ァ ー サ— 王物 語の 主人公と 

もい うべき、 義 経の 書いた もの だとい う 伝説の ある、 

すま でら 

奇妙な 高札が 日本の ある 寺院 (須磨 寺) に 現存して い 

る。 それ は ある 不思議な 梅の 木 を 保護す るた めに 掲げ 

しようぶ 

られた 掲示であって、 尚武 時代の すごい おかしみ を 

もって われらの 心に 訴える。 梅花の 美し さ を 述べた 後 



知っていよう。 

まがき 

花 を 理想的に 愛する 人 は、 破れた 籬の 前に 座して 

とうえん め い せいこ 

野菊と 語った 陶淵明 や、 たそがれに、 西 湖の 梅花の 間 

しようよう 

を 逍遙しながら、 暗香 浮動の 趣に 我れ を 忘れた 

リん かせい 

林 和靖の ごとく、 花の 生まれ故郷に 花 をたず ねる 人々 

しゅう もしゅく はす 

である。 周茂叔 は、 彼の 夢が 蓮の 花の 夢と 混ず るよ 

うに、 舟 中に 眠った と 伝えられ ている。 この 精神 こそ 

ならち よう こうみょうこう ご-つ こころ 

は奈良 朝で 有名な 光明 皇后 のみ 心 を 動かした もので 

あって、 「折り つれば たぶ さに けがる たてながら 三世 

の 仏に 花 たてまつる (三 二)。」 とお 詠みに なった。 

しかし あまりに 感 s» 的になる こと はやめよう。 奢る 



事 をい つそう いましめて、 もっと 壮大な 気持ちに なろ 

うで はない か。 老子い わく 「天地 不仁 (三 三)。」 

こうぼう だ い し 

弘法 大師い わく 「生まれ 生まれ 生まれ 生まれて 生の 始 

めに 暗く、 死に 死に 死に 死んで 死の 終わりに 冥し (三 

四)。」 われわれ はいずれに 向かっても 「破壊」 に 面す 

るので ある。 上に 向かう も 破壊、 下に 向かう も 破壊、 

前に も 破壊、 後ろに も 破壊。 変化 こそ は 唯一 の 永遠で 

ある。 何 ゆえに 死 を 生の ごとく 喜び 迎えない ので ある 

か。 この 二者 はた だ 互いに 相対して いるものであって、 

梵 (三 五) の 昼と 夜で ある。 古き ものの 崩 解に よつ 

て 改造が 可能と なる。 われわれ は、 無情な 慈悲の 神 



た。 初期の この 派の 宗匠の 生花の 記録が あるが、 それ 

さんせ つ つねの ぷ 

は 山 雪 や 常 信の 花の 絵 を ほとんど そのままに うつし 出 

した ものである。 一 方 写実 派 は その 名の 示す ごとく、 

自然 を その モデルと 思って、 ただ 美的 調和 を 表現す る 

助けと なる ような 形の 修正 を 加えた だけで ある。 ゆえ 

にこの 派の 作に は 浮世絵 ゃ四条 派の 絵 をな している 気 

分と 同じ 気分が 認められる。 

時の 余裕が あれば、 この 時代の 幾多の 花の 宗匠の 定 

めた 生花の 法則に なお 詳細に 立ち入って、 徳川 時代の 

装飾 を 支配して いた 根本原理 を 明らかにする こと (そ 

うすれば 明らかに なると 思われる が) は 興味 ある こと 



であろう。 彼ら は 導く 原理 (天)、 従う 原理 (地)、 和 

の 原理 (人) のこと を 述べて いる、 そして これらの 原 

理を かたどらない 生花 は 没趣味な 死んだ 花で あると 考 

えられた。 また 花 を、 正式、 半 正式、 略式の 三つの 異 

なった 姿に 生ける 必要 を 詳述して いる。 第一 は 舞踏 場 

へ 出る ものものしい 服装 をした 花の 姿 を 現わし、 第二 

は ゆったり とした 趣の ある 午後 服の 姿 を 現わし、 第三 

け、， - ぼう 

は 閨房に ある 美しい 平常 着の 姿 を 現わす ともい われよ 

、つ。 

われら は 花の 宗匠の 生花よりも 茶人の 生花に 対して 

ひそかに 同情 を 持つ。 茶人の 花 は、 適当に 生ける と芸 



でなければ ならぬ。 これらの 事 がら は 軽視す る ことの 

できない ものであった。 というの は、 人 はお のれ を 美 

しくして 始めて 美に 近づく 権利が 生まれる ので あるか 

ら。 かように して 宗匠た ち はた だの 芸術家 以上の もの 

すなわち 芸術 そのものと なろうと 努めた。 それ は 審美 

主義の 禅で あつ た。 われらに 認めたい 心さえ あれば 完 

全 は 至る ところに ある。 利 休 は 好んで 次の 古歌 を 引用 

した。 

花 をのみ 待つ らん 人に 山里の 雪 間の 草の 春 を 見 

せば や (三 六) 

茶の 宗匠た ちの 芸術に 対する 貢献 は 実に 多方面に わ 



線の 中に、 自然 そのものの 生気が 存 する ように 思われ 

る。 

茶 の 宗匠が 芸術 界に 及ぼ し た 影響 は 偉大な も ので は 

あつたが、 彼らが 処世 上に 及ぼした 影響の 大な るに 比 

すれば、 ほとんど 取る に 足らない ものである。 上流 社 

会の 慣例に おける のみならず、 家庭の 些事の 整理に 至 

るまで、 われわれ は 茶の 宗匠の 存在 を 感ずる ので ある。 

は、，.. ぜん ほう 

配膳 法 はもと より、 美味の 膳部の 多く は 彼らの 創案し 

たもので ある。 彼ら は 落ち着いた 色の 衣服 をのみ 着用 

せよ と 教えた。 また 生花に 接する 正しい 精神 を 教えて 

くれた。 彼ら は、 人間 は 生来 簡素 を 愛する ものである 



す (三 七) 

笑み を 顔に うかべながら、 利 休 は 冥土へ 行った ので 

あった。 



一 『インド 生活の 組織』 —— H^^ 

著。 

一 一 Paul Krslsel 著 Dissertations, Berlin, 1902. 

三 陸 羽 —— 字 は 鴻漸、 桑苧 翁と 号した。 唐の 徳宗 

時代の 人。 

四 茶 経に は 一之 源、 二 之 具、 三 之 造と ある。 

五 胡 人の 鞾の ごとくなる 者 蹙縮然 たり II 如 二 胡 

人鞾 ー者蹙 縮然。 鞾は 高ぐ つ。 蹙縮は 鞾の針 縫い 



の 所の しまり 縮まる を 言う 。 

六 撃 牛の 臆なる 者廉※ 〔# 「ころも へん + 譫の つく 

リ」、 89-2 然 たり —— 撃 牛 臆 者廉※ 〔# 「ころもへ 

ん+譫 のつ くり」、 89-S 然。 犁牛は 野牛。 廉※ 〔# 

「ころもへ ん+譫 のつ くり」、 89-S は 衣装な どの 裁ち 

むね 

目た たみ 目な どの そろった さま。 これ は擊 牛の 臆 

のす じの 通った の を 言う。 

七 浮 雲の 山 をい ずる 者輪菌 然たリ —— 浮 雲 出レ山 

者 輪 菌然。 輪菌は 丸くて ねじける。 雲の たちのぼ 

る さま を 言う。 

八 軽 飈の水 を 払う 者 涵澹然 たり II 軽 飈払レ 水 者 



一 四 「華」 —— 茶 気。 

一 五 晴天 爽朗 なる に 浮 雲鱗然 たる あるが ごとし —— - 

如 三 晴天 爽朗有 一一 浮 雲鱗然 一。 雲の かたち を 魚の 

うろ- J にたと える。 

二八 その 沫は緑 銭の 水渭に 浮かべる がごと し —— 其 

沫者若 三 緑 銭 浮 一一 於水渭 一。 緑 銭と は 水草の 葉。 

渭は湄 の 字が 正しいで あろう。 

一七 一 椀喉吻 潤い、 二 椀 孤悶を 破る。 三 椀 枯腸を さ 

ぐる。 惟う に 文字 五千卷 有り。 四 椀 軽 汗 を 発す。 

平生 不平の 事 ことごとく 毛孔に 向かって 散ず。 五 

椀 肌骨 清し。 六埦仙 霊に 通ず。 七捥 吃し 得ざる に 



一 九 Dr.p-aul 〇s.us 著 Taotei king. 

二 〇 トラスト —— trusts 購買組合の 便宜 を 指す も 

のであろう。 

こうそん リ ゆう 

一 一 一 公孫 竜 の 「堅 白 論」 「白馬 非 馬 論」。 

ニニ 予 として 冬 川 を 渉る がごと く、 猶 として 四隣 を 

おそる るが ごとく、 儼として それ 客の ごとく、 渙 

として 冰の まさに 釈 けんとす るが ごとく、 敦 とし 

て それ 樸の ごとく、 曠 として それ 谷の ごとく、 渾 

として それ 濁る がごと し。 予兮若 二 冬 渉ーレ 

川。 猶兮 若レ畏 一一 四隣 一。 儼兮 其若レ 客。 渙兮若 一一 

冰将ー レ釈。 敦兮其 若 レ樸。 曠兮 其若レ 谷。 渾兮其 



若レ 濁。 (老子 古 之 善 為 士章第 十五) 「予 として」 

は 前 を 見、 後 を おもんぱか るの 意。 「猶 として」 は 

疑いて 行かざる の 意。 渙は 物の 離散す る をい う。 

敦は敦 原の 意。 樸は あら 木。 渾は 混に 同じ、 濁る 

かたち。 

二三 慈、 険、 及不三 敢為 一一 天下 先 一。 (天下 皆 謂 章 第 

六十 七) 

二 四 那伽閼 剌樹那 〔# 「那 伽閼剌 樹那」 は 底本で は 「那 

伽閼刺 樹那匕 —— 釈迦 没後 七 百年 頃 南 インドに 生 

れる。 大乗 経典 を 研究、 その 弘伝 者と して 大乗 諸 

宗の 祖師と いわれる。 



れる七 事 式の 法 策 書の 一 つで ある。 

三 〇 夕月夜 …… —— 「茶話 指 月 集」 による。 

三 一 ハ ルン アルラ シッド —— 『アラビア ン. ナイト』 

(千 一 夜 物語) の 主人公。 

そうじょう へ ん じょう 

三 二 後 撰 集に 僧正 遍昭 作と して 同様の ものが ある。 

ためより あそん しゅう 

なお、 為 頼 朝臣 集に 「折リ つれば 心 もけ がる もと 

こうみょう こうごう 

ながら 今の 仏に はな 奉る」 と あり、 光明 皇后 の 御 

詠と して 「わがた めに 花 は 手 折ら じされ どた だ 三 

世の 諸 仏の 前に ささげん」 とした もの も ある。 

三 三 「天地 不仁 ご —— 原文 は 「仁と せず」 あるいは 

「不仁な らん や」 と 読む 人 も あるが ここに は 「仁な 



らず」 として 引用して ある。 

ひぞう ほうやく 

三 四 大師 作、 『秘蔵 宝鑰』 の 序より。 

三 五 梵 II インドの 波 羅門教 における 最高 原理。 

三 六 花 をのみ …… II 藤 原家隆 作。 利 休 はわび の 本 

意と てこの 歌 を 常に 吟じ てお つたとの ことで ある _ 

三 七 人生 七十 力 囲 希咄。 吾が 這の 宝剣 祖仏 共に 殺す 

—I 人生 七十 力 囲希咄 吾 這 宝剣 祖仏共 殺。 

げんろく 

「力 囲 希咄」 を 「リ キイ キ トツ」 と 読む の は、 元禄 

リ ようそう ふじ むらよう けん 

十五 年 出版の、 河 東 散人鶬 巣が 藤村庸 軒の 説話 

を筆録 したと いう 「茶話 指 月 集」 の 読み方に よつ 

たもので ある。 意味 は徳川 時代から 茶人の 間の 問 



いまい ずみ ゆうさく 

題と なって いて、 諸説 紛々。 今 泉 雄 作 氏の 説で は、 

禅の 喝の ような 一 種の 間投詞で、 「ええなん じ や 

いの」 といった 意味で あるとの こと。 京都 表 千家 

に 伝えられ ている 利 休の 真蹟に は 「人世」、 力※ 〔# 

「口 〈力」、 92-14U となって いる 由で ある。 また 「禅 

林 僧 室 伝」 巻 三、 雲 門 文 偃 章 下に、 雲 門偈ニ 云ク、 

咄咄 咄カ※ 〔# 「口 < 力」、 92-1S 希 禅 子訝ル 中眉垂 

ルと ある。 英文に は、 この 語句の 意味 を 思わせる 

ところ は 表われて いない。 



底本 ： 「茶の 本」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1929 (昭和 4) 年 3 月^日 第 ー 刷 発行 

1961 (昭和 W) 年 6 月 5 日 第お 刷 改版 発行 

2005 (平成^) 年 n 月 5 日 第 § 刷 発行 

※二)〜 (三 七) は 注釈 番号です。 底本で は、 直前 

の 文字の 右 横に、 ルビの ように 付いています。 
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校正 ： 鈴 木 厚司 
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この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



